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森
山
、
大
海
崎
両
堤
防
の
 

開
削
を
求
め
よ
 

  
国

に
よ

る
無

謀
な

中
海

干
拓

・
淡

水
化

事
業

で
森

山
、
大

海
崎

両
堤

防
が

閉
め

切

ら
れ

、
日

本
海

か
ら

の
潮

の
流

れ
が

遮
断

さ
れ

、
中

海
の

水
質

は
一

気
に

悪
化

し
ま

し
た

。
 

岡
村

 
森

山
堤

防
の

一
部
、

六
〇

㍍
が

開

削
さ

れ
て

六
年

以
上

が
経

過
し

た
。

中
海

の
水

質
は

い
っ

こ
う

に
回

復
し

て
い

な

い
。

中
海

再
生

の
た

め
に

は
両

堤
防

の
開

削
が

必
要

だ
。

 

野
坂

市
長

 
国

や
県

に
意

見
を

述
べ

て

い
く

。
 

岡
村

 
か

つ
て

「
豊

饒
の

海
」

と
呼

ば
れ

て
い

た
昭

和
三

〇
年

代
ま

で
、

中
海

の
透

明
度

は
三
�

四
メ

ー
ト

ル
、

そ
れ

が
今

は

二
メ

ー
ト

ル
だ

。
Ｃ

Ｏ
Ｄ

（
化

学
的

酸
素

要
求

量
）

は
０

・
８
�

１
・

１
だ

っ
た

の

が
３

・
４
�

５
・

０
、

汚
染

さ
れ

た
中

海

は
汚

さ
れ

っ
ぱ

な
し

。
元

に
戻

す
の

が
自

然
に

対
す

る
エ

チ
ケ

ッ
ト
。

「
両

堤
防

開

削
」

を
強

く
主

張
す

べ
き

。
 

 処
分
場
用
地
の
活
用
は
 

住
民
の
声
を
聞
け
 

 岡
村

 
十

一
月

に
淀

江
で
「

水
を

守
る

住

民
会

議
」

が
開

か
れ

た
。

参
加

者
か

ら
の

ア
ン

ケ
ー

ト
に

は
県

、
市

は
な

ぜ
こ

の
地

に
こ

だ
わ

る
の

か
、

だ
れ

が
見

て
も

ふ
さ

わ
し

く
な

い
」

「
処

分
場

は
半

分
が

米
子

市
の

土
地

。
住

民
の

声
を

聞
い

て
」

な
ど

多
く

の
回

答
が

寄
せ

ら
れ

た
。

市
と

し

て
、

市
民

へ
の

説
明

責
任

を
果

た
せ

。
 

 
こ

れ
に

対
し

野
坂

市
長

は
、

事
業

主
体

の
県

環
境

管
理

事
業

セ
ン

タ
ー

任
せ

の
姿

勢
に

終
始

し
ま

し
た

。
 
 

 
米

子
市

議
会

十
二

月
定

例
会

は
二

日
か

ら

二
十

一
日

ま
で

の
二

十
日

間
の

日
程

で
開

か

れ
、
日

本
共

産
党

米
子

市
議

団
の

岡
村

英
治

議
員

は
▽

地
域

の
環

境
を

守
り
、
生

か
す

▽

Ｔ
Ｐ

Ｐ
か

ら
の

撤
退

求
め

よ
▽

市
立

図
書

館

の
あ

り
方

を
探

る
▽

十
八

歳
選

挙
権

を
政

治

参
加

の
き

っ
か

け
に

�
の

大
要

四
項

目
に

つ

い
て
、
当
局
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。
 

中海の水質改善と淀江の水を守れ 

 
二

〇
一

六
年

夏
の

参
院

選
か

ら
十

八
歳

選

挙
権

が
適

用
と

な
り

ま
す

。
米

子
市

内
で

は

新
た

に
三

千
人

が
有

権
者

と
な

り
ま

す
。

年

代
別

の
投

票
率

は
二

十
代

前
半

が
（

一
三

年

参
院

選
で

）
２

７
・

９
１

％
と

最
も

低
く

な
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

大
学

生
の

三
人

に

一
人

し
か

投
票

し
て

い
な

い
、

と
い

う
ア

ン

ケ
ー

ト
結

果
も

出
て

い
ま

す
。

 

岡
村

 
一

六
年

の
参

院
選

で
、

鳥
取

市
選

管

は
鳥

取
大

学
と

環
境

大
学

に
期

日
前

投
票

所

を
設

置
す

る
。

鳥
大

医
学

部
、

米
子

高
専

に

期
日

前
投

票
所

を
設

置
し

て
、

若
者

の
投

票

を
促

す
べ

き
。

 

 
こ

れ
に

対
し

、
森

田
選

管
委

員
長

は
「

先

進
地

の
事

例
な

ど
も

調
査

し
な

が
ら

総
合

的

に
判

断
」

と
消

極
的

な
態

度
で

し
た

。
 

 
Ｔ

Ｐ
Ｐ

交
渉

参
加

に
あ

た
り

、
コ

メ
や

麦
な

ど
農

産
物
重

要
五
品
目

に
つ

い
て

、
除
外
・

再

協
議

の
対
象

と
す

る
こ

と
な

ど
求

め
た

国
会
決

議
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、
自

民
党

は
野
党
時

代

の
二

〇
一

二
年

に
「
政
府

が
、

「
聖
域

な
き
関

税
撤
廃
」

を
前
提

に
す

る
限

り
、

交
渉

参
加

に

反
対

す
る

」
な

ど
と

し
た

Ｔ
Ｐ

Ｐ
交

渉
参

加
の

判
断
基
準
を
打
ち
出

し
ま

し
た

。
 

岡
村

 
そ

の
国

会
決

議
、

自
民
党

の
公
約

は
守

ら
れ

た
と
考
え
る

の
か

。
 

 
こ

れ
に

対
し

、
野

坂
市

長
は

あ
く

ま
で

事
実

に
基
づ

か
な

い
答
弁
。

「
日

本
農

業
新

聞
」

の

農
政
モ
ニ

タ
ー

で
、

「
国

会
決

議
を

守
っ

て
い

る
か

」
の
問

い
に

、
「
順

守
し

て
い

る
」

は
わ

ず
か

７
・

４
％

だ
っ

た
こ

と
と

の
対
比

は
明
瞭

で
す

。
 

 
県

か
ら
移

管
さ

れ
、

市
立
図
書
館
と

し
て
ス

タ
ー

ト
し

て
二

十
五
年
間

が
経

過
し

ま
し

た
。

二
〇

一
三

年
八

月
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

を
経

て
、

蔵
書
数

や
貸

出
冊
数

は
大

き
く
伸
び
る

な
ど

市

民
か

ら
親
し

ま
れ

て
き

ま
し

た
。

 

岡
村
 

そ
の
蓄
積
を
発
展

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

重
要

。
そ

こ
で
働

く
職

員
の
能
力

を
最

大
限
に

発
揮

し
て

も
ら

う
た

め
、
（

市
文

化
財
団

の
）

正
職

員
五

人
、
嘱
託
五

人
、
臨
時
五
人

と
い

う

体
制

だ
が

、
同
じ
よ

う
に
司
書
資
格

を
持
ち
、

同
じ
よ

う
に
働
く
職

員
間

に
格
差

を
持
ち
込
む

べ
き

で
は

な
い

。
 

北
尾

教
育

長
 
委
託
先
の

米
子
市
文
化
財
団
で

必
要
な
人
員
配
置
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
 

岡
村
 
働
く

人
の

３
分

の
２

が
非
正
規
、
司
書

間
の
格
差
是
正
の

た
め

、
市

と
し

て
十

分
な
財

政
措
置

を
す

べ
き

。
 

 
米

子
市

が
大
篠
津
町

に
建

設
を

進
め

て
き

た
「
弓
浜

地
域
老

人
福
祉

セ
ン

タ
ー

」
が
完
成
し

ま
し

た
。

 

 
総

事
業
費
は

３
億
４

千
万
円
。

 

 
健
康
器
具

を
備
え

る
機
能
訓
練
室

や

集
会
室
、
教
養
娯
楽
室

、
生
活
相
談
室

な
ど

が
備
わ

っ
て

い
ま

す
。

 

 
非
常
勤
職

員
２
名

で
運
営

し
、
健
康

づ
く

り
事

業

や
趣
味

の
教

室
な

ど
が

開

催
さ

れ
、

地

域
の
お

年
寄

り
に
利

用
し

て
も

ら
う

こ

と
に

な
っ

て

い
ま

す
。

 

弓浜地域老人福祉センターが完成 
 Ｔ

Ｐ
Ｐ

「
大

筋
合

意
」
は

国
会

決
議

、
自

民
党

の
公

約
違

反
 

 市
民

に
と

っ
て

大
切

な
図

書
館

職
員

の
蓄

積
を

評
価

し
、
生

か
せ

 

参
議

院
選

挙
 

 鳥
大

医
学

部
、
米

子
高

専
に

 

       期
日

前
投

票
所

の
設

置
を
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① 米子市行政手続きにおける特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番

号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

の制定について 

② 原子力防災において安定ヨウ素剤の事前配布を求

める陳情 

③ 「名護市辺野古への新基地建設凍結と地方自治の

尊重、国民的議論の推進を日本政府に求める意見

書」の提出に関する陳情書 

④ 米子市議会における委員会審議のインターネット中

継実現に向けての研究を求める陳情 

⑤ 立地自治体並みの安全協定への改定を中国電力

に要請することを求める陳情 

⑥ 複数税率による軽減税率の導入実現を求める意見

書の提出について 

議案、陳情に対する各議員の態度 

   ○賛成  ×反対 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

共産党 岡村 英治 × ○ × ○ ○ × 

蒼生会      

岩崎 康朗 ○ × × × × ○ 

尾沢 三夫 ○ × × × × ○ 

門脇 一男 ○ × × × × ○ 

田村 謙介 ○ × × × × ○ 

三鴨 秀文 ○ × × × × ○ 

三穂野雅俊 ○ × × × × ○ 

湯浅 敏雄 ○ × × × × ○ 

渡辺 穣爾 議長  

信 風  

安達 卓是 ○ ○ × ○ ○ × 

伊藤ひろえ ○ ○ × ○ ○ × 

稲田  清 ○ ○ × ○ ○ × 

中田 利幸 ○ ○ × ○ ○ × 

村井  正 ○ ○ × ○ ○ × 

公明党 

今城 雅子 ○ × × × × ○ 

前原  茂 ○ × × × × ○ 

安田  篤 ○ × × × × ○ 

矢田貝香織 ○ × × × × ○ 

希 望 

国頭  靖 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

土光  均 ○ ○ ○ ○ ○ × 

矢倉  強 ○ × × ○ ○ × 

山川 智帆 ○ × × × ○ × 

改進  

遠藤  通 ○ × × × ○ ○ 

岡田 啓介 ○ × × × ○ ○ 

戸田 隆次 ○ × × × ○ ○ 

コモンズ 杉谷第士郎 ○ × × × ○ ○ 

【
議

案
「
米

子
市

行
政

手
続

き
に

お
け

る
特

定
の

個
人

を
識

別
す

る
た

め
の

番
号

の
利

用
等

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
く

個
人

番
号

の
利

用
及

び
特

定
個

人
情

報
の

提
供

に
関

す
る

条
例

の
制

定
に

つ

い
て

」
】
 

  マ
イ

ナ
ン

バ
ー

制
度

は
撤

回
を

 
  

本
条

例
案

は
、

来
年

（
二

〇
一

六
年
）

一
月

か

ら
運

用
が

開
始

さ
れ

る
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
制

度
に

関

連
し

、
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
法
（

行
政

手
続

き
に

お
け

る
特

定
の

個
人

を
識

別
す

る
た

め
の

番
号

の
利

用

等
に

関
す

る
法

律
）
に

定
め

る
も

の
以

外
の

事
務

に
お

い
て

個
人

番
号

の
利

用
や

個
人

特
定

情
報

の

提
供

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め

の
条

例
制
定

で
す
。

 

 
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
の

個
人

通
知

カ
ー

ド
が

市
内

６

万
５

千
世

帯
の

う
ち

４
千

通
も

ま
だ

届
い

て
い

な

い
、

と
い

う
実

態
で

あ
る

こ
と

が
今

議
会

の
市

民

福
祉

委
員
会

で
明
ら

か
と
な
り

ま
し

た
。

 

 
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
制

度
は
、

情
報

の
漏

洩
、

な
り

す
ま

し
な

ど
の

犯
罪

が
諸

外
国

の
先

例
か

ら
懸

念

さ
れ

、
国

が
情

報
を

一
元

管
理

す
る

こ
と

で
プ

ラ

イ
バ

シ
ー

の
国

家
的

侵
害

が
大

き
な

問
題

と
し

て

指
摘

さ
れ
て

い
ま
す

。
 

 
さ

ら
に

、
日

本
商

工
会

議
所

が
十

一
月

三
十

日

に
発

表
し

た
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
へ

の
対

応
を

た
ず

ね

た
調

査
に

よ
る

と
、
「

（
対

応
が

）
ほ

ぼ
完

了
し

て
い

る
」
と

答
え

た
企

業
は

、
わ

ず
か

１
３
・

９
％

で
し

か
な

か
っ

た
、
と

報
じ

ら
れ

て
い

ま

す
。

 

 
国

民
に

困
難

を
あ

ら
た

に
持

ち
込

み
、
企

業
に

も
負

担
を

押
し

つ
け

る
だ

け
で

、
行

政
が

管
理

し

や
す

い
よ

う
に

と
い

う
都

合
だ

け
で

、
国

民
一

人

ひ
と

り
に

番
号

を
貼

り
つ

け
る

危
険

な
制

度
、
こ

ん
な

制
度
は

中
止
さ

せ
る
し
か

あ
り

ま
せ

ん
。

 

 
同

条
例
の

可
決
で

は
な
く
否

決
を

求
め

ま
す
。

 

 

【
陳

情
「
『
名

護
市

辺
野

古
へ

の
新

基
地

建
設

凍
結

と
地

方
自

治
の

尊
重

、
国

民
的

議
論

の
推

進
を

日

本
政

府
に

求
め

る
意

見
書

』
の

提
出

に
関

す
る

陳

情
書

」
】
 

  米
軍

へ
の

新
基

地
建

設
に

は
キ

ッ
パ

リ
と

ノ
ー

を
！

 
  

沖
縄

県
名

護
市

辺
野

古
の

米
軍

新
基

地
建

設
を

め
ぐ

る
た

た
か

い
は
、

い
ま

、
沖

縄
県

と
安

倍
政

権
と

の
法

廷
闘

争
に

突
入

し
て

い
ま

す
。

政
府

が
、

翁
長

雄
志

知
事

に
よ

る
辺

野
古

埋
め

立
て

承

認
の

取
り

消
し

は
「
違

法
」

だ
と

し
て

、
県

に
代

わ
っ

て
国

が
取

り
消

し
処

分
を

撤
回

す
る
「

代
執

行
」

を
求
め

た
訴
訟

で
す
。
 

 
翁

長
知

事
は

訴
訟

の
意

見
陳

述
で

、
沖

縄
の

基

地
問

題
の

原
点

と
し

て
、
約

二
十

万
人

が
犠

牲
に

な
っ

た
凄

惨
な

沖
縄

戦
で

ほ
と

ん
ど

の
県

民
が

収

容
所

に
入

れ
ら

れ
、
そ

の
間

に
米

軍
が

県
民

の
土

地
を
強

制
収

容
し

、
普
天
間

基
地

な
ど
広

大
な

基

地
を

建
設

し
た

こ
と

、
そ

の
後

も
住

民
が
住

ん
で

い
る
土

地
も

「
銃
剣

と
ブ
ル

ド
ー
ザ

ー
」

で
強

制

収
容

し
、

新
し

い
基

地
を
造

っ
た

こ
と

を
挙
げ
、

「
沖

縄
が

米
軍

に
自

ら
土

地
を

提
供

し
た

こ
と

は

一
度

も
な

い
」

と
強

調
し

ま
し

た
。

と
り

わ
け

基

地
の
周
囲

を
住
宅

地
が

取
り
囲
む
「
世
界

一
危

険

な
基

地
」
と
言

わ
れ

る
普
天
間

基
地

は
即
刻
返
還

を
迫
る
べ
き

で
す
。

 

 
戦
後
七

十
年
、

あ
ろ

う
こ

と
か

今
度

は
日

本
政

府
に

よ
っ

て
「
銃
剣

と
ブ
ル

ド
ー
ザ

ー
」

を
ほ

う

ふ
つ

と
さ

せ
る

行
為

で
美

し
い

辺
野

古
の
海

を
埋

め
立

て
、
普
天
間

基
地

に
は

な
い

軍
港

や
弾
薬
庫

な
ど

の
機
能
強
化

が
図

ら
れ

、
耐

用
年
数
２
百

年

と
も

い
わ

れ
る
最

新
鋭

の
基

地
が

建
設

さ
れ

よ
う

と
し

て
い
る
�
。

 

 
こ

の
こ

と
に

対
し

て
、
沖

縄
県

民
の
８
割

が
辺

野
古

新
基

地
に
反

対
し
、
昨

年
（
二

〇
一
四

年
）

の
名

護
市

長
選
、
沖

縄
知

事
選
、

そ
し

て
暮

れ
の

総
選
挙

で
示

さ
れ

た
の

が
「

辺
野

古
新

基
地

ノ
ー

」
と

い
う

民
意

で
す
。

決
し

て
、

陳
情

に
あ

る
よ

う
な

新
基

地
建

設
工

事
の
凍
結

や
、
特

別
法

の
制

定
の
是
非

を
問

う
住

民
投
票

の
実
施

に
沖

縄

県
民

の
意
思
が

な
い

こ
と
は
明

ら
か

で
す

。
 

 
ま

し
て

や
、
陳

情
の
第

三
項
目

に
あ

る
米

軍
基

地
の

県
外

・
国

外
へ

の
移

設
を

念
頭

に
置

い
た

国

民
的

議
論

な
ど
、

米
軍

基
地

の
全

国
へ

の
拡
散

に

つ
な

が
り

か
ね

ず
、
論

外
と
言

わ
ね
ば

な
り

ま
せ

ん
。

 

 
こ

の
陳
情

に
は
賛
成
で
き
ま

せ
ん

。
 

 

【
議

案
「
複

数
税

率
に

よ
る

軽
減

税
率

の
導

入
実

現
を

求
め

る
意

見
書

の
提

出
に

つ
い

て
」
】
 

  ま
や

か
し

の
「
軽

減
税

率
」
 

  
け

い
げ

ん
【
軽
減
】
（
負

担
や
苦
痛

を
）
減

ら

し
て
軽

く
す

る
こ

と
、
ま

た
そ

れ
が
少

な
く

な
る

こ
と

。
「

負
担

の
軽
減

を
図

る
」
�

と
「
広
辞

苑
」

に
あ
り

ま
す
。

 

 
自

民
党

と
公

明
党

の
政

府
与
党

に
よ

っ
て

合
意

し
た

と
さ

れ
る
再

来
年
（
二

〇
一
七

年
）
四

月
か

ら
の

消
費
税

１
０

％
の

実
施

に
と

も
な

う
「
軽
減

税
率
」

、
あ

た
か

も
税

負
担

が
軽

く
な

る
よ

う
な

錯
覚

を
呼
び
起

こ
し

ま
す

が
、
食
料
品

な
ど

一
部

の
品
目

を
現

行
の
８

％
に
据

え
置

く
だ

け
で

、
国

民
負

担
が
軽

く
な

る
わ

け
で

な
く

、
年
間

４
・

５

兆
円
の

大
増
税
に
な

る
こ
と
は
変
わ

り
ま

せ
ん
。

 

 
消
費
税

を
１
０

％
に
引

き
上
げ

た
場

合
、
食
料

品
の
税
率

を
８

％
に
据

え
置

い
て

も
一

世
帯

（
２

人
以
上
）
の

年
間

負
担

が
平
均

４
万

１
千
円
増

え

る
こ

と
が

、
「
し

ん
ぶ

ん
赤
旗
」
の
試
算

で
明

ら

か
と

な
っ
て

い
ま
す

。
 

 
今

回
議
論

さ
れ

て
い

る
「
複
数
税
率
」
の
導

入

に
当

た
っ

て
は
、

事
業
者

は
品
目
ご

と
に
異

な
る

税
率

で
消
費
税
額

を
集
計

し
、
申
告
納
税

し
な

け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

の
事

務
負

担
、
費

用
負

担
は

中
小
零
細

業
者

に
な

れ
ば

な
る

ほ
ど
重

く
耐
え

ら
れ

な
い
も

の
と
な
り

ま
す

。
 

 
昨

年
（
二

〇
一
四

年
）
四

月
か

ら
の

消
費
税

８
％

へ
の
増
税

で
景
気

は
さ

ら
に
落

ち
込

み
、
国

民
総
生
産

は
マ

イ
ナ
ス

と
な

り
ま

し
た

。
こ

の
よ

う
な
状
況

で
１
０

％
に
引

き
上
げ

れ
ば
、
日

本
経

済
は

立
ち
ゆ

か
な

く
な

り
ま

す
。
１
０

％
へ

の
消

費
税
増
税
は

中
止
す
べ
き
で
す

。
 

 
同

意
見
書
を

否
決

す
る
よ
う

求
め

ま
す

。
 

 

【
陳

情
「
原

子
力

防
災

に
お

い
て

安
定

ヨ
ウ

素
剤

の

事
前

配
布

を
求

め
る

陳
情

」
】
 

 

 
島
根

原
発

か
ら

３
０
㌔
圏

内
の

市
民

に
、

一
次

集
結

所
等

だ
け

に
と

ど
め

ず
、

安
定
ヨ
ウ
素
剤

の

事
前
配
布
な

ど
を
求

め
る
陳
情

で
す

。
 

 
実
効
性

あ
る
避

難
計
画

と
す

る
た

め
に

も
必
要

で
す

。
 

 

【
陳

情
「
米

子
市

議
会

に
お

け
る

委
員

会
審

議
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
中

継
実

現
に

向
け

て
の

研
究

を

求
め

る
陳

情
」
】
 

 

 
現
在

本
会

議
は
ネ
ッ
ト

中
継

が
始

ま
っ

て
い

ま

す
。

本
格

的
な

議
案
審

議
な

ど
が

お
こ

な
わ

れ
る

委
員

会
も

、
市

民
に

開
か

れ
た

議
会

と
す

る
た

め

ネ
ッ
ト
中
継
が
望
ま

れ
ま
す
。

 

 

  □
�

議
案

・
陳

情
に

対
す

る
 

                          党
市

議
団

の
態

度
�
□

 


